
2020年 5月 27日 

〈 1学年 国語総合 休校中課題について 〉 
 

◎現代文について…一部提出有り 

・教科書 P48～53「水の東西」を読み、①意味調べ及び文章作成（提出）、

②各問いの答えをノートにまとめる。 

 
※①についてはプリントに記入の上、提出してください。 

・言葉は（無理やりでも）使用してこそ身につくものだと考えています。そのため、私の授

業では「意味調べ」と「文章作成」をワンセットに行うことが多いです。文章はどのような

テーマでも、どのような長さでも構いません（紙の裏側までびっしり書いてくれる人も結

構います）ので、恐れることなく自由に作成してみてください。 

皆さんの文章を楽しみにしています。 

※②は今後の授業で使用する可能性があるため提出しないでください。 

・国語総合ではルーズリーフではなく、ノート（冊子）の使用を推奨しています。学校再開

後にノート提出をする際、「必ず単独のファイルに綴じて提出できる」と約束できる人のみ

ルーズリーフの使用を許可していますが、集める際に大変かさばるので極力ノート（冊子）

の準備をお願いしています。 

 

◎古典について…提出なし 

・教科書 P256.7「なぜ古文を学ぶのか」を読む。 

・教科書 P260.1「古文を読むために 1」及び、 

 『完全マスター古典文法』の P7 を読んで「歴史的仮名遣い」につい

て理解する。 
 

※前回も書きましたが口語文法の知識は確実に身に付けましょう。試しに以下の用語につ

いて他人に説明できるか挑戦してみて下さい。1 つでも分からないものがあれば要復習。 

  

1「動詞」→ 

2「形容詞」→ 

3「形容動詞」→ 

4「名詞」→ 

5「用言」→ 

6「体言」→ 

5「活用」→ 

 

※辞書的な説明ではなく、自分の言葉にかみ砕いて説明できることが大切です。 


